
授業科目名 担当講師名 対象学年 
基礎看護学 

日常生活援助技術・環境 
糸 ふじ代 １年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義・演習 （１５） 教室・実習室 前期 不定期 不定期 

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 環境と健康の関係の理解、病床環境整備の意義と実際 

到達目標 環境整備の意義を理解し、環境整備が安全安楽に実施できる。 

事前学習 適切な環境の定義 シーツ交換の手順   

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 人を取り巻く環境とは 環境と健康との関係 

２ 病床環境を理解する ベッドのしくみ 構造 

３ シーツ交換の実際 たたみ方 下シーツの敷き方 三角コーナー 

４ シーツ交換の実際 上シーツの敷き方 四角コーナー  

５ 実技試験デモンストレーション 演習 

６ 環境整備の実際 臥床患者のシーツ交換 実技演習  

７ 実技試験 

    ８ 終講試験 

履修上の要件 1 年次前期であるため、人間の身体や生活、看護について興味があること。 

テキスト、教材、 
参考書 

系統看護学講座専門Ⅰ 基礎看護学技術Ⅱ 医学書院、 
新体系看護学全書 基礎看護施術Ⅱ メジカルフレンド社  
看護技術プラクティス 学研 
ナイチンゲール「看護覚え書き」現代社                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

成績評価の方法 筆記試験 

備考 「活動と休息」「食事」「排泄」「環境」併せて２単位とする。 

 


